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添付資料
備考

（測定方法等）

添付有 TAF-500SA
（資料1）

特性 添付無

有害性情報 添付有
SDS
（資料1）

結晶構造 添付無

凝集状態／分
散状態

添付無

粒度分布 添付有

測定結果チャ－ト
（資料2）
測定方法：
　動的光散乱法

平均一次粒径 ｎｍ 添付有

測定方法：
　TEMの画像解析
電子顕微鏡写真
（資料3）

製品粒径 ｎｍ 添付無

製品は粉体であり、アグロメレート状態。

粒度分布測定結果、参照のこと。

約50～80

製品（粉体）としての粒径測定
データ無し。

２．ナノマテリアルの特性

TAF-500SAについて（以下の項目も同様）
代表的な特性として
・電荷調整効果
・紫外線カット
などが挙げられる。

項目 概要

１．SDSの添付

いずれも区分に該当しない、もしくは分類できな
い。
SDS参照
NEDO「ナノ材料リスク評価書」
二酸化チタン最終報告版：2011.9.20更新
https://www.aist-riss.jp/projects/nedo-
nanorisk/nano_rad2/download/download.cgi?TiO2

アナタース型



製品形状 添付有
電子顕微鏡写真
（資料3）

密度 g/cm3 添付無

比表面積 m2/g 添付無 BET法

表面電荷 ｍV 添付無

化学組成 添付有
SDS
（資料1）

その他物理化
学的特性（気孔
率、拡散、重力沈
降、収着、湿式及
び乾式移動、酸化
還元と光化学反応
の影響、土壌中の
移動性等）

製造・輸入量
（令和3年度・概
数）

製造量

約0.2（嵩密度）

SDSを参照

特になし

6,500ｔ
（日本酸化チタン工業会加盟企業　合計生産量）

３．ばく露情報

（１）製造・輸入に関する情報

略球状

約50～70

データ無し



主な用途① 用途分類

詳細分類

主な用途② 用途分類

詳細分類

主な用途③ 用途分類

詳細分類

主な用途④ 用途分類

詳細分類

主な用途⑤ 用途分類

詳細分類

製造・加工施
設及びプロセ
ス

添付有 （資料4）

労働者のばく
露情報
（ばく露対象者、
ばく露活動・時間
等）

添付無

工程からの環
境排出量

添付無

計測技術と計
測結果

添付無

リスク評価結
果

添付無

ばく露・排出
抑制対策

添付無

硫酸法プロセス
（粉砕・包装工程にてナノ粒子の管理を行ってい
る。）

粉砕・包装工程にて8hr/日×数人
（局所排気設備を使用し、作業員は保護メガネ、防
じんマスクを着用。）

局所排気設備により集じんし、バグフィルターにて
回収しており、再生利用できない分については産業
廃棄物として委託処分している。

労働安全衛生法等に基づく粉じん測定を実施、管理
している。

４．リスク評価・管理の状況

リスクアセスメントの結果、粉砕・包装工程にてば
く露のリスクが高いと判定、外部委託により定期的
に粉じん測定を実施。
許容濃度（日本産業衛生学会勧告）未満であること
を確認している。

ばく露リスクの高い工程では局所排気設備を設置。
回収した粉じんは産業廃棄物として委託処分すると
共に、作業員には対応防じんマスク等の保護具の着
用を徹底している。

主な用途

（２）ばく露情報

電荷制御剤、流動性付与剤、研磨性付与
剤、滑り性付与剤

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）



労働者への教
育

添付無

今後の対策等
のロードマッ
プ

添付無

弊社の製品は「一次粒子が略球状で揃っており、か
つ、分散がしやすい」ことが特徴です。
さらなる機能性の付与検討を進めるとともに、製品
の安全性に関しては万全を期す所存です。

年に1度、全従業員を対象に粉じん作業に係る安全教
育を実施。
また、厚生労働省等からの通達およびその他のナノ
粒子の安全性に関する情報については、掲示板等を
通じて従業員に周知している。

ナノマテリアルに特化したさらなるばく露・排出抑
制対策行う計画。
また、厚生労働省等からの関連する通達への対応や
新たなナノ粒子の安全性に関する情報収集に今後も
鋭意努めて行く。

５．ナノマテリアルの性質等に関する事業者のコメント（ユーザに対するアドバイス
等）

６．その他



TAF-500SA 作成⽇︓2009/10/20 
改定 7 版 改定⽇︓2020/10/12 

 1 / 8 
 

安全データシート 

１．化学品及び会社情報 
化学品の名称 ︓⼆酸化チタン 
製品名 ︓TAF-500SA 
製品コード ︓G-TAF-500SA 
供給者の会社名称 ︓富⼠チタン⼯業株式会社 

発⾏担当部署 ︓神⼾⼯場 管理部 環境安全課 
住所 ︓神⼾市北区道場町⽣野９６番地の１ 
電話番号 ︓078-985-4091 
ファクシミリ番号 ︓078-985-4095 
電⼦メールアドレス ︓sds̲support@fuji-titan.co.jp  

緊急連絡先 ︓環境・安全・品質保証室 
住所 ︓⼤阪市⻄区江⼾堀⼀丁目3 番15 号（新⽯原ビル） 
電話番号 ︓06-6441-6856 
ファクシミリ番号 ︓06-6441-6855 

推奨⽤途 ︓トナー⽤外添剤 
使⽤上の制限 ︓⼯業⽤、試験研究⽤ 
２．危険有害性の要約 
化学品の GHS 分類 ︓分類基準に該当しない（いずれも区分に該当しない、もしくは分類できない） 
GHS ラベル要素  

絵表⽰⼜はシンボル ︓なし 
注意喚起語 ︓なし 
危険有害性情報 ︓なし 

注意書き ︓なし 
GHS 分類に関係しない⼜は GHS で 
扱われない他の危険有害性情報 

︓⻑期間粉じんを吸⼊し続けると呼吸器障害がおこる恐れがある。 

３．組成及び成分情報 
化学物質・混合物の区分 ︓混合物 
化学名⼜は⼀般名 ︓⼆酸化チタン、酸化チタン(Ⅳ) 

オルガノシラン 
オルガノポリシロキサン 
⼆酸化ケイ素(非晶質) 

化学名 
含有率 

（wt％） 
化学式 

官報公⽰整理番号 
CAS No. 

化審法 安衛法 
⼆酸化チタン 70 以上 TiO2 1-558 既存 13463-67-7 
オルガノシラン 10 未満 非公開 非公開(登録済) 非公開(登録済) 非公開(登録済) 

オルガノポリシロキサン 10 未満 メーカー非公開 
メーカー非公開

(登録済) 
メーカー非公開 

メーカー非公開
(登録済) 

⼆酸化ケイ素(非晶質※) 5 未満 SiO2 1-548 既存 7631-86-9 
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※CAS No.上は（結晶質、非晶質を包含した⼆酸化ケイ素）となるが、当該製品は結晶質シリカを含有していない。 
GHS 分類に寄与する不純物及び安定化添加物 ︓なし 
４．応急措置 
吸⼊した場合 ︓被災者を新鮮な空気の場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させるこ

と。微温⽔で⿐腔を洗い、うがいをする。必要に応じて医師の診察を受ける。 
⽪膚に付着した場合 ︓多量の⽔と⽯鹸⼜はシャワーで洗うこと。⽪膚刺激が⽣じた場合、医師の診

断、⼿当を受けること。 
眼に⼊った場合 ︓⽔で⼗分洗浄する。コンタクトレンズを着⽤していて容易に外せる場合は外

すこと。その後も洗浄を続けること。眼の刺激が持続する場合、医師の診察を
受けること。 

飲み込んだ場合 ︓⽔でよく⼝の中をうがいし、必要に応じ医師の診察を受ける。 
予想される急性症状及び遅発性症状 ︓眼の発⾚ 1) 
５．⽕災時の措置 
適切な消⽕剤 ︓この製品に含有する物質⾃体は燃焼しない。 
使ってはならない消⽕剤 ︓⽕災が周辺に広がる恐れがあるため、直接の棒状注⽔を避ける。 
⽕災時の特有の危険有害性 ︓粉じんの発⽣。加熱及び⽕災により有害な蒸気/ガスが⽣成されることがあ

る。流出⽔は環境に有害の懸念あり。 
特有の消⽕⽅法 ︓危険でなければ⽕災区域から容器を移動する。 

容器が熱に晒されているときは、移さない。 
消⽕を⾏う者の特別な保護具及び 
予防措置 

︓消⽕作業の際は、完全な防護服(耐熱性)を着⽤する。⽕災や爆発の場
合、ヒュームを吸⼊してはならない。 

６．漏出時の措置 
⼈体に対する注意事項、保護具 
及び緊急時措置 

︓関係者以外の⽴ち⼊りを禁⽌する。 
作業者は適切な保護具（「８．ばく露防⽌及び保護措置」の項を参照）

を着⽤し、眼、⽪膚への接触や粉じんの吸⼊を避ける。 
環境に対する注意事項 ︓排⽔溝や河川等に排出されないように注意する。 
封じ込め、浄化の⽅法及び機材 ︓安全を確認し、危険でなければ漏れを⽌める。 
回収、中和などの浄化の⽅法及び 
機材 

︓漏洩物を掃除機、ほうき、スコップ等で回収し、後で廃棄処理する。但し、粉
じんを⾶散させないこと。 

⼆次災害の防⽌策 ︓床⾯に残ると濡れた際にすべる危険性があるため、こまめに処理する。 
７．取扱い及び保管上の注意 
取扱い  

技術的対策 ︓「8. ばく露防⽌及び保護措置」に記載の設備対策を⾏い、保護具を着⽤
する。 

安全取扱い注意事項 ︓接触、吸⼊⼜は飲み込まないこと。 
眼との接触を避けること。 
粉じんを吸⼊しないこと。 
取扱い後はよく⼿を洗うこと。 
屋外または換気の良い所でのみ使⽤すること。 
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この製品を使⽤する時に、飲⾷または喫煙をしないこと。 
接触回避 ︓「１０．安定性及び反応性」を参照。 
衛⽣対策 ︓取扱い後はよく⼿を洗うこと。 

保管  
安全な保管条件 ︓⽔濡れや⾼温多湿状態での保管貯蔵は避ける。圧迫による⼆次凝集固化

防⽌のため、⾼積みを避ける。屋根付倉庫に保管貯蔵する。湿った床に直接
置かない。 

安全な容器包装材料 ︓破損や漏れの無い密閉可能な容器を使⽤する。 
８．ばく露防⽌及び保護措置 
管理濃度、許容濃度 ︓ 

 
 

化学名 
CAS No. 

管理濃度 
⽇本産衛学会(2019 年版) 

許容濃度 
ACGIH(2012 年版) 

TLV-TWA 

⼆酸化チタン 
13463-67-7 

未設定 
第2 種粉じん 吸⼊性粉じん 
第2 種粉じん 総粉じん 

1 mg/m3 

4 mg/m3 10 mg/m3 
ナノ粒⼦ 0.3 mg/m3 

オルガノシラン 
非公開 

未設定 未設定 未設定 

オルガノポリシロキサン 
メーカー非公開(登録済) 

未設定 未設定 未設定 

⼆酸化ケイ素(非晶質) 
7631-86-9 

未設定 
第3 種粉じん 吸⼊性粉じん 
第3 種粉じん 総粉じん 

2 mg/m3 

8 mg/m3 
未設定 

設備対策 ︓この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器を設置することが好ましい。 
粉じんが発⽣する場合は、局所排気装置を設置すること。作業場の空気中

濃度を許容濃度以下に保つために排気⽤の換気を⾏う。 
保護具  

呼吸器⽤保護具 ︓粉じんが発⽣する場合、必要に応じて保護マスクや呼吸⽤保護具を着⽤す
る。 

⼿の保護具 ︓⼿に接触する恐れがある場合、保護⼿袋を着⽤する。 
眼及び顔⾯の保護具 ︓眼に⼊る恐れがある場合、保護眼鏡やゴーグルを着⽤する。 
⽪膚及び⾝体の保護具 ︓必要に応じて保護⾐、保護エプロン等を着⽤する。 

９．物理的及び化学的性質 
物理状態 ︓粉末（固体）1) [疎⽔性] 
⾊ ︓⽩⾊ 
臭い ︓データなし。 
融点／凝固点 ︓1855℃ 1） 
沸点⼜は初留点及び沸点範囲 ︓2500 〜 3000℃ （沸点）1) 
可燃性 ︓不燃性 3) 
爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界 ︓不燃性 3) 
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引⽕点 ︓不燃性 2) 
⾃然発⽕点 ︓不燃性 2) 
分解温度 ︓データなし。 
pH ︓データなし。 
動粘性率 ︓該当しない。（固体） 
溶解度 ︓データなし。 
n-オクタノール／⽔分配係数(log 値) ︓データなし。 
蒸気圧 ︓データなし。 
密度 ︓データなし。 
相対ガス密度 ︓該当しない。（固体） 
粒⼦特性 ︓0.05μm（⼀次粒⼦径） 
１０．安定性及び反応性 
反応性 ︓通常の取扱い条件においては安定である。 
化学的安定性 ︓通常の取扱い条件においては安定である。 
危険有害反応可能性 ︓情報なし。 
避けるべき条件 ︓粉じんの発⽣ 
混触危険物質 ︓情報なし。 
危険有害性のある分解⽣成物 ︓情報なし。 
１１．有害性情報  
急性毒性 ︓⼆酸化チタン 3) 

経⼝ ラット LD50  ＞10000 mg/kg 区分に該当しない。 
経⽪ データ不⾜のため、分類できない。 
吸⼊(粉じん) ラット LC50  6.82 mg/L/4ｈ 区分に該当しない。 

オルガノシラン 
経⼝ データ不⾜のため、分類できない。 
経⽪ データ不⾜のため、分類できない。 
吸⼊ データ不⾜のため、分類できない。 

オルガノポリシロキサン 
経⼝ データ不⾜のため、分類できない。 
経⽪ データ不⾜のため、分類できない。 
吸⼊ データ不⾜のため、分類できない。 

⼆酸化ケイ素(非晶質) 
経⼝ データ不⾜のため、分類できない。 
経⽪ データ不⾜のため、分類できない。 
吸⼊ データ不⾜のため、分類できない。 

混合物としての推定値 
経⼝ LD50＞13333 mg/kg 区分に該当しない。（混合物の

25%は毒性が未知の成分からなる） 
経⽪ データ不⾜のため、分類できない。 
吸⼊(粉じん) LC50＝9.09 mg/L/4h 区分に該当しない。（混合
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物の 25%は毒性が未知の成分からなる） 
⽪膚腐⾷性／刺激性 ︓⼆酸化チタン 区分に該当しない。ウサギを⽤いた試験で⽪膚刺激性が殆ど

認められない 3)との記述がある。 
オルガノシラン 区分2。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 区分に該当しない。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ︓⼆酸化チタン 区分に該当しない。ウサギを⽤いた試験で刺激性あり
(mild)3）とあるが、刺激作⽤は 24 時間以内に消失しており、角膜の病変、
虹彩への影響及び容認できない反応はなかった 4)との記述がある。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

呼吸器感作性 ︓⼆酸化チタン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

⽪膚感作性 ︓⼆酸化チタン ⽪膚感作性はヒト及びウサギのパッチテストで陰性3)との記述
があるため、区分に該当しない。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

⽣殖細胞変異原性 ︓⼆酸化チタン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

発がん性 ︓⼆酸化チタン ヒトへの発がん性を⽰す⼗分な証拠があると⾔えないため、
分類できない。IARC 5)ではグループ 2B(ヒトに対して発がん性がある可能性が
ある物質)に分類されているが、ラットの肺に腫瘍が認められたことが分類変更
の根拠となっている。しかし、ラット、マウス、ハムスターでの吸⼊ばく露試験にお
いて、肺腫瘍発⽣は、ラットの⾼⽤量投与にのみ⾒られた。また他の不活性な
難溶性粒⼦でも同様の傾向が認められている。このことから、ラットの肺腫瘍発
⽣は、ラット特有の免疫系の作⽤が影響したと考えられている。8) また、欧州、
⽶国で⾏なわれたヒトに対する疫学的集団研究では、酸化チタンと発がん性の
関連を⽰す明確な因果関係は⽰されていない。2),5),7) 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
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オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

⽣殖毒性 ︓⼆酸化チタン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） ︓⼆酸化チタン データ不⾜のため、分類できない。ラットの経⼝投与による
LD50 は 10000mg/kg 以上 3),6)との記述がある。さらにヒトで本物質の摂
取は実質的に無毒と考えられており、経⼝では区分外に相当するが、他経路
でのデータが不⼗分である。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） ︓⼆酸化チタン データ不⾜のため、分類できない。ラット及びマウスに対するい
ずれの試験（経⼝）においても、ガイダンス値上限を超える⽤量(1250mg 
/kg/day)でばく露に起因する影響がないとの記述がある。10) ⼀⽅、20 年以
上職業ばく露している労働者の極わずかであるが、肺機能の変化は伴わない
が、Ｘ線検査で塵肺症変化が明らかになった 9)との記述があるが、酸化チタン
が線維化作⽤を有するかどうかを主な検討目的とした疫学調査は数多く実施さ
れ、その⼤半が因果関係について否定的で本物質と肺線維症との関連を⽰す
確かな証拠は⾒出されていない。5),7),8),9)また、ラットに 2 年間吸⼊ばく露によ
り、ガイダンス値上限を超える濃度(250mg/m3/5days/week, 6h/day) 
でも重⼤な影響が認められていない。3) 経⽪ばく露のデータがない。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

誤えん有害性 ︓⼆酸化チタン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノシラン データ不⾜のため、分類できない。 
オルガノポリシロキサン データ不⾜のため、分類できない。 
⼆酸化ケイ素(非晶質) データ不⾜のため、分類できない。 
混合物 データ不⾜のため、分類できない。 

１２．環境影響情報 
⽣態毒性  

⽔⽣環境有害性 短期（急性） ︓データ不⾜のため、分類できない。 
⽔⽣環境有害性 ⻑期（慢性） ︓データ不⾜のため、分類できない。 

残留性・分解性 ︓データなし。 
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⽣体蓄積性 ︓データなし。 
⼟壌中の移動性 ︓データなし。 
オゾン層への有害性 ︓分類できない。 

本品の成分は、モントリオール議定書の附属書にリストアップされていない。 
１３．廃棄上の注意 
化学品（残余廃棄物） ︓廃棄においては、関連法規ならびに地⽅⾃治体の基準に従うこと。 

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地⽅公
共団体がその処理を⾏っている場合にはそこに委託して処理する。 

廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を⼗分告知
の上処理を委託する。 

当該化学品が付着している汚染容器及
び包装の安全で、かつ、環境上望ましい
廃棄、⼜はリサイクルに関する情報 

︓容器は洗浄してリサイクルするか、関連法規制ならびに地⽅⾃治体の基準
に従って適切な処分を⾏う。空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去
すること。 

１４．輸送上の注意 
国際規制  

国連番号 ︓該当しない。 
品名（国連輸送名） ︓該当しない。 
国連分類（輸送における危険有害性ク
ラス） 

︓該当しない。 

容器等級 ︓該当しない。 
陸上規制情報 ︓該当しない。 
海上規制情報 ︓該当しない。 

海洋汚染物質 ︓該当しない。 
MARPOL 73/78 附属書 II 及び 
IBC コードによるばら積み輸送される
液体物質 

︓該当しない。 

航空規制情報 ︓該当しない。 
国内規制  

陸上規制情報 ︓該当しない。 
海上規制情報 ︓海洋汚染防⽌法施⾏令第1 条の 2 の有害物質 別表第1(Z 類) 
航空規制情報 ︓該当しない。 

特別の安全対策 ︓輸送に際しては、直射⽇光を避け、容器の破損、腐⾷、漏れのないように積
み込み、荷崩れの防⽌を確実に⾏う。 

緊急時応急措置指針番号 ︓該当しない。 
１５．適⽤法令 
国内法規  

労働安全衛⽣法 ︓法第57 条    名称等を表⽰すべき有害物 酸化チタン(Ⅳ) 
法第57 条の 2 名称等を通知すべき有害物 酸化チタン(Ⅳ) 
法第57 条の 3 リスクアセスメントを実施すべき有害物 酸化チタン(Ⅳ) 

粉じん障害防⽌規則 ︓第2 条 粉じん作業 
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特定化学物質障害予防規則 ︓該当しない。 
労働基準法 ︓第62 条 年少者の就業制限 
化学物質排出把握管理促進法 ︓該当しない。 
毒物及び劇物取締法 ︓該当しない。 
消防法（危険物） ︓該当しない。 
海洋汚染防⽌法 ︓施⾏令第1 条の 2 の有害物質 別表第１(Z 類) 酸化チタン 
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 ︓該当しない。 

１６．その他の情報 
本品は、厚⽣労働省労働基準局⻑が 2009 年3 ⽉31 ⽇に通知した「ナノマテリアルに対するばく露防⽌等のための予防的
対応について」が対象とするナノマテリアルである。 
参考⽂献 ︓ 1) ICSC(J)国際化学物質安全性カード(2002,3) 

2) Hazardous Substances Data Bank. Website 
3) European Commission (2000) 

: IUCLID Dataset.Titanium dioxide. 
4) ECHA(欧州化学物質庁) Website 
5) WHO IARC (国際がん研究機関) Website 
6) IPCS(国際化学物質安全性計画)1982 

: Environmental Health Criteria 24. Titanium. 
7) ACGIH(⽶国産業衛⽣専門家会議)7th, 2001 
8) Patty's Toxicology(5th,2001) 
9) DFGOT(ドイツ学術振興会),vol.2 (1991) 

10) NTP(⽶国国家毒性プログラム) TR No.97(1979) 
 
この安全データシート（SDS）は、JIS Z 7252︓2019 の分類⽅法および JIS Z 7253︓2019 に則って作成しました。 
 
記載内容の取扱い 

記載内容は現時点で⼊⼿できる資料、情報、データに基づいて作成しており、新しい知⾒により改定されることがあります。 
また、注意事項は通常の取扱いを対象としたものであって特別な取扱いをする場合は⽤途・⽤法に適した安全対策を実施

の上、ご利⽤下さい。 

記載内容は情報提供であって、保証するものではありません。 



資料2 粒度分布測定結果
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資料4 製造プロセス

（ＴＡＦ－５0０系）

原料/イルメナイト

溶解・沈殿

晶析・ろ過

加水分解

水洗

乾燥

焼成

粉砕

表面処理

ろ過

乾燥

粉砕

包装

製品

マイクロチタン製造フロー

硫酸鉄




